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 NHK は、手話 CG（コンピューターグラフィックスによる手話の

アニメーション）を紹介し、ご覧いただいた方にその品質や  

分 か り や す さ な ど を 評 価 し て い た だ く ホ ー ム ペ ー ジ を     

9 月 5 日に開設しました。 

   手話 CG 評価ホームページ： 

     http://www.nhk.or.jp/signlanguage/ 

 NHK では、将来の手話サービスの充実を目指して、手話 CG を

自動生成する技術の研究開発*1) を行っています。今年の技研 

公開では、気象情報を対象として、手話 CG に自動翻訳し、映像

や字幕とともに表示するシステムを技術展示しました。 

 これまでに、手話通訳士の方の身体動作をモーションキャプチャ

ー技術*2) で記録し、約7,000単語分の手話CGを制作しました。

今回、日本語の単語から手話 CG を検索・表示できるシステムを

開発し、手話をお使いの皆さまから分かりやすさなどの評価や 

ご意見をいただくため、ホームページに公開します。皆さまから

いただいたご意見等を今後の研究開発に反映させていきたいと

考えています。 

 今後も、障害者や高齢者にも分かりやすく情報をお伝えする  

ための「人にやさしい」放送技術の研究を進めていきます。 

*1) 本研究の一部は、学校法人工学院大学と共同で進めています。 

*2) 人体にマーカーと呼ばれる反射材を多数貼り付け、その動きを特殊な 

  カメラで撮影して、身体動作をコンピューターで記録する技術。 

 

    

手話 CG 評価ホームページを開設 

～手話サービスの充実を目指して～ 

http://www.nhk.or.jp/signlanguage/


（別紙） 
 

手話 CG 評価ホームページ 
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これらの検索ボックスに日本語の単語を入力す

ると、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手話 CG の候補の検索結果一覧が表示されます。 

 

 

「この手話の動画を見て評価する」ポタンを 

クリックすると、 

 

 

 

 

 

 

評価フォームが表示され、手話 CG を見た  

評価やご意見を入力いただけます。 

 

ご利用の方へ 

このホームページは、NHK 放送技術研究所が

制作した手話 CG について、手話を使われて 

いる方々へご意見を伺うことを目的として 

います。 

このホームページにおける手話表現を標準と

定義する、またはその統一を目指すものでは 

ありません。 


